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被嚢していた．

外形（Fig.１）．体は生時半透明乳白色，活発に伸縮

し，往々，頭部を中心にしてらせん状になる．固定後は

白色．背腹にやや扁平な筒状で，体表には明瞭な横雛を

有する．体長5.14～6.52ｍｍ，体幅0.63～0.85ｍｍ，吸

溝長0.26～0.30ｍｍ・頭部は突出し，吸溝を背腹に有す

る．頭頂には吸溝と直角をなして，大きい線状の陥凹が

ある．尾端には中央陥入がある．

体中央断面（Fig.２）．断面は楕円形．体表は密に微

小毛におおわれる．表皮縦走筋は通常１層，時に２層．

柔組織縦走筋は楕円形の帯をなし，それぞれ背腹中央部

で厚く，側方で薄い柔組織横走筋は柔組織縦走筋の内

側に各１本の細い帯をなし，背腹中央部では厚くなら

ず，むしろ両側で厚い計測値（３虫の各10切片に基

づく）：背腹高368～508/u・幅542～719Jα・微小毛長7.6

～8.3浜．外表皮厚さ8.2～12.4’．表皮縦走筋層厚さ5.0

～7.0J(2．柔組織縦走筋層厚さ46.9～72.2’．柔組織横走

筋層厚さ6.0～10.8β、

２．成虫

同一種と考えられた10虫のプレロセルコイドのうち５

虫を投与した５匹のハムスターの１匹に，投与後６日目

の糞便検査で虫卵を確認し，即日剖検して１成虫を得

た．他のハムスターでは，排卵が認められなかったた

め，剖検は行なわなかった．

外形（Fig.３)．体は細長く，頭部後方から体幅が徐

々に増加し，体長の前'/5付近で最大に達し，以後は再び

細くなって，末端は著しく細い体長67.1ｃｍ,最大体幅

6.8ｍｍ，頭節（Fig.４）はランセット状で背腹に吸溝

を有し，長さ1.52ｍｍ，背腹高0.74ｍｍ、頚部は細く，

長さ1.44ｍｍ、頚部後方の片節は160個目に生殖器が見

著者らは，北日本における裂頭条虫類の疫学的・形態

学的研究を行っている（堀田ら，1978,1979；長谷川

ら，1979）が，今回北海道産イトヨよりプレロセルコイ

ドを検出し，さらに実験投与によって成虫を得たので報

告する．

材料と方法

イトヨGasrerosZe"ｓａＭｅａｍｓＬは，北海道濤沸湖

で捕獲され，著者らの研究室に輸送されたものを調べ

た．魚は腹部を切開し，内臓を取り出してガラス板で圧

平検索し，次いで人工胃液で消化してプレロセルコイド

をさがした．得たプレロセルコイドの一部は固定し，他

はゴールデンハムスター(Migsoc7/cemsα"γαz"s)に１虫

ずつ経口投与した．幼・成虫の固定，組織標本作成法，

計測部位等は前報（堀田ら，1978）に準じた．

結果

１．プレロセルコイド

1978年６月に検査したイトヨ863尾(体長5.4～8.3ｃｍ，

体重2.3～8.49）および1979年６～７月に調べた2,798尾

(体長5.8～8.2ｃｍ，体重2.8～7.99）総計3,661尾より各

５，７虫，計12虫のプレロセルコイドが得られた．その

うち10虫は，形態的に同種と考えられた．残りの２虫は

別種と思われるが，現在は資料が不十分のため，本論で

は取扱わない．プレロセルコイドの寄生部位は，魚の鮮

度が不良の場合は不明のことが多かったが，２虫は肝に
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なお，今回得た成虫の後端部の形態は，Markowsky

(1949）の記載したもの，及びKuhlow（1953b）の記載

したＡ型のものによく似ており，この部分はプレロセル

コイドの体部より由来したものと思われる．

，．‘e"αγizic""ｚは主としてカモメを終宿主とする条

虫で，欧州の他，シベリアやアラスカからも知られてお

り（Talysin，１９３２；RauschandHilliard，1970)，本

種が北海道に産するのは地理的にも自然と考えられる．

，.‘e"`γ〃zf"Ｊには人体例が多数知られており（例

えばVik，１９５７；ChizhovaandGofman-Kadoshnikov，

1960；RauschandHilliard，1970)，またサケ科の魚類

が第２中間宿主ないしparatenichostとなりうること

(Halvorsen,1970）を考えると，本種が本邦においても

人体寄生虫としての疫学的意義を有するものと推測され

る．

得るようになり，192個目で虫卵が子宮内に認められる．

片節は前方のものでは幅が長さより大きく，最大体幅部

(Fig.５）では片節長が2.34ｍｍで，長さと幅の比は約

0.35であるが，以後は次第に比が大きくなり（Fig.６），

392個目以後では片節の長さが幅を越える．最後端の片

節は短く，生殖器は認められないが，その前方の８片

節では，１片節に２～３組の不完全な生殖器を具える

(Fig.７)．片節総数は445個，片節の後側縁は強く外側

へ突出する．

内部形態（Figs８，９，１０)．最大体幅部の片節の内

部形態は次の如くである．生殖膣は片節の前部'/3と中央

部'/3との境界付近に開口し，その周囲はやや隆起して乳

頭を有する．陰茎嚢は卵型で，腹面に対し斜に位置す

る．貯精嚢は卵型で，陰茎裏の背後部に付着し，腹面か

ら見ると陰茎嚢の背後にほぼ隠れる．子宮は中央軸の両

側に各５～８分枝を出し，最も前方の分枝先端は，時に

陰茎襄前縁付近に突出する．子宮孔は生殖膣の後方約

170～260’の位置に，やや偏って開口する．卵巣は峡部

で結合した蝶翅状の２葉からなり，後角は強く突出する

が，前方への突出は著しくない．膣は卵巣峡部の背側に

ある卵型の受精嚢から発し，腹面をゆるやかに蛇行して

前走し，生殖膣に開口する．輸精管は片節の前から2/3付

近の中央部で始まり，背面を複雑に蛇行しながら前走

し，貯精嚢の後端に接続する．卵黄巣は多数で，背腹両

面の側方に分布し，中央部では子宮分枝末端に重なり，

また片節前縁部で左右が合する．精巣は卵円形で，髄質

に１層をなし，その分布は卵黄巣のそれにほぼ一致する

が，子宮分枝末端には接しない．卵黄巣・精巣共に，片

節から片節へと連続して分布する．虫卵は卵円形で淡褐

色．後極には，ときに結節を有する．卵殻表面は光顕的

にほぼ平滑である．大きさは56～76×38～4６（平均64×

42池.

考察

今回報告した裂頭条虫のプレロセルコイドは，生時の

運動状態，固定時の突出した頭部，体表の横雛と微小

毛，１～２層の表皮縦走筋などが，DiP/MZo6or/z7iZ`'〃

αe"α'耐c"，〃（Nitzsch，1824）のプレロセルコイドの特

徴（Kuhlow，1953ａ；ＶｉｋｅＺａＺ.，１９６９；Halvorsen，

1970）によく一致していた．また成虫の形態，特に卵巣

の形態，卵黄巣・精巣の分布，陰茎嚢の位置，子宮分枝

の数なども，Ｄ、ａｅＭγjZicwl〃のもの（Markowsky，

１９４９；Kuhlow，1953ｂ；Andersen，1971）にほぼ等し

く，著者らは本種を，.‘e"cJγizicI"〃と考えている．

まとめ

1978,79年に北海道濤沸湖で捕獲されたイトヨＧａｓ‐

Zcl-osrc"ｓαα《ZeaZ"sＬ3,661尾より１２虫の裂頭条虫プレ

ロセルコイドを検出した．そのうち10虫は同一種と考え

られ，その５虫を１虫ずつハムスターに投与して１成虫

を得た．幼・成虫の形態はDiP/iWo6oZhγ/",,Ｍｅ"〔/γi‐

"α"〃（Nitzsch，1824）のものに一致していた．
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Abstract 1

STUDIES ON THE DIPHYLLOBOTHRIID CESTODES IN NORTHERN JAPAN

(3) PLEROCERCOIDS RECOVERED FROM THREE-SPINED STICKLEBACKS

CAUGHT IN THE LAKE TOFUTSU OF HOKKAIDO AND AN

ADULT DEVELOPED IN THE HAMSTER

Takeo HOTTA, Hideo HASEGAWA, Katayasu CHIBA,

Hiroho SEKIKAWA and Masamitsu OTSURU

{Department of Medical Zoology, Nitgata University

School of Medicine, Niigata, Japan)

Twelve plerocercoids were collected from the viscera of 3,661 three-spined sticklebacks,

Gasterosteus aculeatus L., caught in the Lake Tofutsu of Hokkaido in 1978 and 1979.

Ten plerocercoids were thought to belong to one species and five of them were fed to

five golden hamsters. One adult worm was recovered from the intestine of one hamster six

days later.

Morphological characteristics of the larvae and adult were identical with those of Diphyl

lobothrium dendriticum (Nitzsch, 1824).
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ExplanationofFigures

Plerocercoiddorso-ventralview．（×13）

Crosssectioninmid-bodyoftheplerocercoidelm：epidermallongitudi‐

nalmusculature，ｍ：microtriches，ｐｌｍ：parenchymallongitudinalmuscu‐

lature，ｐｔｍ：parenchymaltransversemusculature・

Adultrecoveredfromthegoldenhamstersixdaysaftertheinfection，

Scolexoftheadult．（×15）

Matureproglottidsatthewidestpartofthestrobila．（×10）

Matureproglottidsintheposteriorportionofthestrobila．（×10）

Proglottidsneartheposteriorendofthestrobila．（×10）

Midsagittalsectionofproglottidａｔｔｈｅｗｉｄｅｓｔｐａｒｔｏfthestrobila．ｃ：cir-

rus，Ing：Mehlis,gland，ｏｉ：ovarianisthmus，ｓｖ：seminalvesicle，ｕ：

uterus，ｖ：vagina，vdwasdeferens．（×40）

Parasagittalsectionofproglottidsatthewidestpartofthestrobila．ｔ：

testes，ｖｇ：vitellineglands．（×40）

Schematicillustrationofgenitalorgansofthematureproglottid，ventral

view．（Drawnonthestainedproglottid）Ｃｓ：cirrussac，ｇａ：genitalatri‐

ｕｍ，Ing：Mehlis’９land，ｏ：ovary，ｏｉ：ovarianisthmus，ｏｄ：oviduct，ｏｔ：

ootype，ｓｒ：seminalreceptacle，ｓｖ：seminalvesicle，ｔ：testes，u3uterus，

ｕｐ：uterinepore，ｖ：vagina，ｖｄ：vasdeferens，ｖｄｔ：vitellineducts，ｖｇ：

Ｆｉｇ．１

Ｆｉｇ．２

Ｆｉｇ

Ｆｉｇ

Ｆｉｇ・

Ｆｉｇ

Ｆｉｇ・

Ｆｉｇ．

３
４
５
６
７
８

Ｆｉｇ．９

Ｆｉｇ．１０

vitellineglands，ｖｒ：vitellinereceptacle．
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